
令和４年度上半期 双海中山商工会地域景気動向 

双海中山商工会 

 

本レポートは、愛媛県や中小企業庁が公表する各種経済動向調査の概要を半期毎に取りまとめ、本商工

会地域の事業者の声を加え報告するものです。動向を測るため、期首（４月調査）と、期末（８・９月

調査）を比較しています。 

（１）愛媛県内経済情勢 

 愛媛県では、各種経済指標や県内産業の動向をとりまとめ、毎月、月末をめどにホームページ 

上で「最近の県内経済情勢」として公表しています。その中から、経済概況を抜粋して掲載します。 

（資料）愛媛県産業政策課「最近の県内経済情勢（令和４年４月分）」より 

https://www.pref.ehime.jp/h30100/jousei/documents/040531kennaijousei.pdf 

 

https://www.pref.ehime.jp/h30100/jousei/documents/040531kennaijousei.pdf


（資料）愛媛県産業政策課「最近の県内経済情勢（令和４年８月分）」より 

https://www.pref.ehime.jp/h30100/jousei/documents/041003kennaijousei.pdf 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.pref.ehime.jp/h30100/jousei/documents/041003kennaijousei.pdf


（２）中小企業景況調査報告書【えひめ版】  

 全国商工会連合会では、四半期毎に景況調査を実施しており、県内商工会地域の景気動向を【えひめ

版】として作成したものです。 

 



 

 



 

 

 

 

 

 



 

 



（３）中小企業景況調査 

中小企業庁及び中小機構が、中小企業を対象に、業況判断・売上高・経常利益等の DI値※を、四半期

毎に産業別・地域別等に算出する景気動向調査です。経営者へのヒアリングをベースに算出しています。

約 80％を小規模企業が占める日本の中小企業構造の実態を踏まえた唯一の調査です。 

※DI・・・ディフュージョン・インデックス。前年同期比または前期比で、「好転」と回答した企業比

率から「悪化」と回答した企業比率を引いた数値。 

中小企業景況調査より、ポイントとコメントを抜粋して掲載しています。 

 



第 168回中小企業景況調査より抜粋 

https://j-net21.smrj.go.jp/report/smrjsurvey/tsdlje0000001alv-att/168th_houkokusho.pdf 

 

 

 

https://j-net21.smrj.go.jp/report/smrjsurvey/tsdlje0000001alv-att/168th_houkokusho.pdf


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 169回中小企業景況調査より抜粋 

https://www.smrj.go.jp/research_case/research/survey/frr94k0000000hs7-att/169th_4.pdf 

https://www.smrj.go.jp/research_case/research/survey/frr94k0000000hs7-att/169th_4.pdf


（４）双海中山商工会地区事業者の声 

 

・機材などの仕入れ価格が高騰しているが、それを工事価格に転嫁できていない。利益を取ることが難し 

くなっている。（建設業） 

 

・小麦の値段が高くなっているため、商品価格の改定を検討している。（飲食業） 

 

・電気代ガス代が上がったが、昔ながらのお客さんが多く値上げしづらい。（理容業） 

 

・インボイス制度への対応に苦慮している。（建築業） 

 

（５）2022 年上半期景気動向 まとめ 

 2022 年 4 月時点では、緩やかではあるが持ち直しの傾向があり、9 月になっても大きくは変わってい

ないようです。先行きについては、、世界的な金融引締め等が続く中、海外景気の下振れが我が国の景気

を下押しするリスクとなっており、また物価上昇、供給面での制約、金融資本市場の変動等の影響に十分

注意する必要があると考えられます。持ち直しの傾向が見られるとはいえ、動きは弱く楽観視できる状

況ではありません。 

 業種で見ると、製造・建設業は売上は好転しているものの、原材料の高騰のためか採算が悪化している

様子がうかがえます。小売・サービス業は 2期ぶりに売上・採算ともに悪化しています。当双海中山地区

でも同様で、少子高齢化による需要減少も相まっていっそう厳しい状況です。 


